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五
、
大
野
浩
司
教
会
長
さ
ん
の
時
代 

 

（
昭
和
四
八
年
～
昭
和
五
六
年
） 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
大
野
教
会
長
さ
ん
は
会
長
先
生
の
「
少
欲
知
足
の
精
神
が
、
現
代
社
会
を
救
う
道
」
と
の
教
え
を 

生
か
し
、
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
自
己
変
革
の
第
一
歩
で
あ
り
、
明
る
い
社
会
の
建
設
へ
と
つ
な 

が
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
会
長
就
任
に
あ
た
り
仙
台
教
会
が
地
域
社
会
と
交
流
を
深 

め
る
こ
と
は
良
い
が
、
会
員
の
救
済
に
欠
け
る
こ
と
が
出
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
青
年 

部
と
幹
部
の
育
成
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。 

青
年
部
活
動
は
昭
和
五
十
年
に
庭
野
欽
司
郎
青
年
本
部
長
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
宮
城
教
区
青
年 

部
結
集
大
会
を
機
に
活
発
化
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
庭
野
欽
司
郎
青
年
本
部
長
が
提
唱
し
た
節
食
運
動 

は
、
青
年
部
の
共
感
を
呼
び
街
頭
布
教
や
他
の
宗
教
団
体
青
年
部
と
の
交
流
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
加 

え
て
谷
村
公
重
長
町
支
部
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
さ
ん
も
青
年
部
の
人
材
育
成
に
励
み
、
佐
藤 

晏
弘
さ
ん
・
追
木
博
さ
ん
・
斉
藤
太
助
さ
ん
な
ど
が
青
年
部
活
動
を
推
進
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。 

 

明
社
運
動
に
つ
い
て
も
大
野
教
会
長
さ
ん
は
野
崎
宮
城
教
区
長
さ
ん
と
共
に
組
織
化
を
進
め
、
昭
和 

五
一
年
八
月
に
は
宮
城
県
明
社
推
進
協
議
会
結
成
大
会
を
開
催
す
る
ま
で
に
具
体
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ 

し
て
翌
五
二
年
四
月
二
十
日
に
会
長
先
生
を
迎
え
て
第
一
回
宮
城
県
明
社
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
三
年
に
は
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
っ
て
教
会
道
場
は
倒
壊
し
、
会
員
宅
損
壊
な
ど
被
害
が
続
出 

し
ま
し
た
。
大
野
教
会
長
さ
ん
中
心
に
道
場
の
復
旧
と
被
災
会
員
の
対
応
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
四
八
年 

 
（
一
九
七
三
年
） 

 

十
二
月
一
日 

大
野
浩
司
教
会
長
就
任
（
前
函
館
教
会
長
） 

十
二
月
一
日 

仙
台
支
部
発
足
十
四
周
年
記
念
式
典 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

七
月
十
八
日 

第
一
回
「
青
年
の
船
」
が 

 
 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

教
勢
「
五
支
部 

 
六
、
三
六
一
世
帯
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に
就
航 

 

昭
和
四
九
年 

一
月
一
日 

教
勢
発
展
に
伴
い
支
部
分
割
し
て
七
支
部
に
統
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

コ
ン
ビ
ニ
一
号
店
開
店 

一
月
二
十
日 

 
 

仙
南
法
座
所
開
設
（
笹
森
宅
借
用
） 

二
月
十
五
日 

田
沢
智
治 

時
局
講
演
会
開
催 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

八
月
二
八
日 

 

第
二
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催 

十
二
月
一
日 

仙
台
支
部
発
足
十
五
周
年
記
念
式
典 
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【
昭
和
四
八
年 

田
中
教
会
長
さ
ん
、
大
野
教
会
長
さ
ん
】 

 
 

 

【
昭
和
四
九
年 

仙
南
法
座
所
開
設
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
か
ら
野
崎
教
区
長
さ
ん
、
佐
々
木
支
部
長
さ
ん
、 

 
 
 
 

笹
森
さ
ん
宅
借
用 

 

菊
地
議
員
さ
ん
、
小
塚
支
部
長
さ
ん
、
宮
島
さ
ん 
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【
昭
和
四
九
年 

仙
南
法
座
所
開
設
】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
昭
和
五
十
年 

成
人
式
次
第
】 

笹
森
支
部
長
さ
ん 
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昭
和
五
十
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結 

一
月
一
日 
元
旦
初
参
り
式
典
開
催 

 

司
会 

佐
々
木
幹
典 

 
 

参
拝
者
数 

千
六
十
五
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

奉
献
の
儀 

（
男
女
部
、
高
校
部
、
壮
年
部 

六
六
名
） 

決
意
発
表 

高
校
部 

結
城
利
之 

青
年
部 

伊
藤
晃
道 

挨
拶 
小
塚
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

「
現
代
の
世
相
の
中
に
あ
っ
て
会
長
先
生
の
お
示
し
下
さ
っ
た
開
顕
の 

 
 
 
 

年
を
よ
り
一
層
の
精
進
を
お
誓
い
致
し
ま
す
。」 

 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 

「
昭
和
五
十
年
を
お
迎
え
し
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
本
当
に 

 
 
 
 

自
分
の
行
を
正
し
、
お
導
き
に
専
念
し
て
頂
き
た
い
。」 

 

一
月
五
日 

 
 

 

初
ご
命
日
開
催 

 

司
会 

佐
々
木
幹
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

献
灯
・
献
花
の
儀 

 

青
年
女
子
部 

青
年
婦
人
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
講
話  

大
野
教
会
長 

 

一
月
号
佼
成
誌
「
行
に
よ
っ
て
仏
性
を
開
顕
し
よ
う
」 

 
 
 
 
 
 

危
機
を
乗
り
越
え
る
最
高
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

内
に
蔵
す
る
も
の
を
活
性
化
せ
よ 

・ 

自
分
に
仏
性
が
あ
る
か
ど
う
か
認
識
す
る 

・ 

社
会
を
平
和
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
諸
法
無
我
の
法
則
を 

 
 

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
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・ 

行
か
ら
得
た
も
の
は
決
し
て
失
わ
な
い 

・ 

根
本
仏
教
を
み
に
つ
け
物
を
大
切
に
す
る 

・ 

自
他
共
に
仏
性
開
顕
の
た
め
に
猛
精
進
を
す
る 

そ
し
て
日
本
の
危
機
、
人
類
の
危
機
を
乗
り
越
え
る 

 

一
月
十
二
日 

成
人
式 

 
 

司
会 

鈴
木
庸
公 

成
人
代
表 

野
崎
安
代 

一
月
十
三
日 

 
 

主
任
・
入
神
練
成
会
実
施 

一
月
十
五
日 

 
 

釈
迦
牟
尼
仏
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

星
か
ほ
る
（
仙
塩
支
部
） 

斉
藤
恭
代
（
古
川
支
部
支
部
長
） 

一
月
二
五
日 

 
 
 
 

寒
中
読
誦
修
行 

 

霊
感
修
行 

～
二
月
三
日 

二
月
三
日 

 
 
 

節
分
会
式
典
開
催 

 

司
会 

森
敬
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

菅
原
良
枝
（
長
町
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

豆
ま
き 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

午
後 

祝
杯
の
儀 

二
月
五
日 

 
 
 

新
入
会
員
の
集
い
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
修
講
師 

 

志
賀
野
教
務
員 

一
、 

本
会
の
ご
本
尊
に
つ
い
て 

二
、 

先
祖
供
養
の
意
味 

 

利
供
養
・
敬
供
養
・
行
供
養 
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三
、
法
座
に
つ
い
て 

 

他
の
宗
教
に
な
い
佼
成
会
独
特
の
も
の
で
本
会
の
生
命
源 

反
省
、
さ
ん
げ
、
磨
き
あ
い
の
場 

四
、
新
入
会
員
さ
ん
へ
の
結
び 

高
橋
ハ
チ
ノ
さ
ん
本
人
の
誓
い 

・ 
ご
供
養
を
さ
せ
て
頂
く 

・ 

ご
主
人
に
真
心
の
お
茶
を
入
れ
さ
せ
て
頂
く 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 

 

司
会 

吉
沢
章
匡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

打
保
嘉
子
（
中
央
支
部
主
任
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
守
代
（
石
巻
教
会
主
任
） 

戸
沢
支
部
長
（
石
巻
教
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

野
崎
教
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
会
長
先
生
は
、
仏
性
開
顕
は
行
動
の
中
に
あ
る
と
申
さ
れ
る
。 

行
動
出
来
な
い
の
は
、
業
が
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
釈
迦
様
は
仏
教
徒
の
指
導
者
と
か
、
私
は
偉
人
だ
か
ら
と
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決
し
て
お
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
自
分
自
身
で
行
う
と
い
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
は
如
何
に
大
切
か
深
く
お
示
し
下
さ
っ
た
。」 

三
月
五
日 
 
 
 

創
立
三
七
周
年
記
念
式
典
開
催 

 

司
会 

佐
藤
容
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
婦
人
部 
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体
験
説
法 

増
貴
代
（
北
支
部
）
佐
藤
和
子
（
東
支
部
）
小
竹
支
部
長
（
中
央
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
会
長
先
生
が
佼
成
会
を
創
立
し
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
今
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
り
得
な
い
の
で
す
。
仏
さ
ま
の
お
心
を
知
ら
な
い
と
導
か
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
か
ら
と
し
か
思
わ
な
い
が
、
研
修
を
受
け
る
と
心
か
ら
解
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
き
ま
す
。」 

三
月
二
一
日 

春
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

 

司
会 

佐
々
木
幹
典 
 

戒
名
供
養
願
い 

二
、
五
一
三
家 

 
 

奉
献
の
儀 

代
表
組
長
二
四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 

「
自
分
自
身
を
高
め
る
～
回
向
す
る
こ
と
。
人
の
喜
ぶ
こ
と
を
積
み 

重
ね
る
こ
と
が
大
切
。
今
日
の
佳
き
日
に
ご
本
仏
さ
ま
の
前
で
、 

会
長
先
生
の
教
え
を
実
行
さ
せ
て
頂
く
事
を
お
誓
い
し
精
進
の
糧 

に
し
て
頂
き
た
い
。」 

三
月
二
八
日 

八
幡
大
菩
薩
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
映
画
上
映
（
西
多
賀
ベ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
後
援
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
月
六
日 

 
 
 

降
誕
会
式
典
開
催 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
八
日 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

花
ま
つ
り
の
意
義 

 

佐
藤
倭
世 

（
長
町
支
部 

青
年
婦
人
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
タ
ワ
ー
建
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

献
灯
・
献
花 

 
 

少
年
部
、
青
年
婦
人
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛
嘆
文
奏
上 

 
 

松
上
泰
弘 

（
中
央
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

大
野
教
会
長 
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「
何
か
事
が
あ
る
と
、
つ
い
相
手
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
う
。
公
害
も 

イ
ン
フ
レ
も
自
分
に
あ
る
と
常
に
悟
れ
る
よ
う
に
仏
さ
ま
の
智
慧
を 

頂
く
修
行
を
さ
せ
て
頂
く
。
立
正
佼
成
会
は
釈
尊
教
団
と
い
わ
れ
て 

い
る
が
、
自
分
の
幸
せ
の
み
で
な
く
、
社
会
国
家
全
体
が
幸
せ
に
な 

り
ま
す
よ
う
に
一
層
の
精
進
を
し
て
頂
き
た
い
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

甘
茶
供
養 

 
 

 
 

 

七
月
十
五
日 

盂
蘭
盆
会
大
法
要
開
催 

司
会 

岡
崎
伊
津
子 

 
 

ご
供
養
願
い 
二
、
六
七
五
家 

（
伊
達
家
、
原
田
家
ご
供
養
） 

奉
献
の
儀 

組
長
代
表
二
十
名 

七
月
二
七
日 

庭
野
日
鑛
先
生
（
布
教
本
部
長
）
を
お
迎
え
し 

宮
城
教
区
幹
部
結
集
大
会
を
開
催 
（
仙
台
市
民
会
館 

千
五
百
名
参
加
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

吉
沢
章
匡 
 

八
月
五
日 

壮
年
部 

七
面
山
練
成
登
山
を
実
施
（
五
十
名
参
加
） 

八
月
十
日 

高
校
部
み
ち
の
く
友
情
大
会
に
参
加 

（
普
門
館 

東
北
、
宮
城
、
奥
羽
教
区
二
千
八
百
人
参
加
） 

 
 

 

八
月
二
八
日 

八
幡
大
菩
薩
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

教
養
講
座 

仙
台
市
立
博
物
館
館
長 

星
智
雄
氏 

 

九
月
七
日 

庭
野
欽
司
郎
青
年
本
部
長
を
お
迎
え
し 

宮
城
教
区
青
年
部
結
集
大
会
を
開
催 

（
石
巻
市
民
会
館 

二
千
人
参
加
） 

 

九
月
二
四
日 

 

秋
季
彼
岸
会
法
要 
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導
師 

 

大
野
浩
司
教
会
長  

副
導
師 

小
塚
支
部
長 

 

中
鉢
支
部
長 

 

説
法 
 

阿
部 

昭 

 
 

 

奉
献
の
儀   

      
  

    

名
取
支
部   

斉
藤
の
り
子  

 

寺
沢
よ
し
子 

北
支
部     

熊
野
泰
子    

 

高
橋
成
子 

 
中
央
支
部   

秋
野
浩
子     

山
本
俊
子 

東
支
部     

山
田
恵
子     

高
橋
政
子    

兵
藤
ゆ
り
子   

伊
藤
郁
子 

長
町
支
部   
千
葉
幸
江 

佐
藤
き
よ
え  

佐
藤
欣
子     

佐
藤
桂
子   

太
田
興
子 

 
佐
藤
恵
子 

野
崎
安
代    

太
田
豊
子     

川
村
治
代 

 

佐
山
和
枝 

十
月
一
日 

節
食
運
動
に
取
り
組
み
開
始
（
毎
月 

一
日
、
一
一
日
、
二
一
日
） 

 
 

 
 

 

十
一
月
九
日 

少
年
部
結
成
式 

初
代
少
年
部
長 
佐
々
木
康
代 

 
 
 
 
 

司
会 

 

結
城
利
之 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

読
経
供
養 

 

導
師 
 

佐
々
木
幹
典 

青
年
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

副
導
師 

鈴
木
青
年
部
庶
務 

草
野
青
年
女
子
部
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

祝
辞 

 
 
 

片
桐
女
子
部
長 

岡
崎
婦
人
部
長 

結
城
高
校
部
長 

 

佐
々
木
青
年
支
部
長 

中
島
壮
年
部
長 

中
村
支
部
長 

十
一
月
十
五
日 

会
長
先
生
お
誕
生
会
（
古
希
の
お
祝
い
） 

参
拝
者 

八
百
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

導
師 

和
田
事
務
長 

副
導
師 

小
塚
支
部
長 

中
鉢
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

長
町
支
部 

 

佐
々
木 

 
 

佐
藤
和
子 

 

佐
藤
倭
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
支
部 

 

菅
井
延
枝 

 

小
野
桂
子 

 

竹
重
栄
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
支
部 

 
 

太
田
正
子 

 

細
川
し
づ
子 

吉
田 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
支
部 

 
 

中
條
賀
代 

 

葛
岡
敏
江 

 

高
橋
と
し
子 
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名
取
支
部 

 

針
生
高
子 

 

佐
藤
和
子 

 

針
生
や
す
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
南
支
部 

 

近
江
悦
子 

 

安
達
素
子 

 

渡
辺
満
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
塩
支
部 

 

菊
地
み
き
子 

石
丸
と
も 

 

鈴
木
え
つ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

石
田
信
子
（
仙
塩
支
部
） 

菅
野
江
里
子
（
仙
南
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
高
子
（
北
支
部
） 

 

中
鉢
眞
代
（
北
支
部
長
） 

 

十
二
月
一
日 

仙
台
支
部
発
足
十
六
周
年
記
念
式
典 

司
会 

佐
々
木
康
予 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

中
村
佳
子
（
東
支
部
） 

佐
々
木
啓
予
（
古
川
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
塚
支
部
長 

（
名
取
支
部
） 

十
二
月
八
日 

 
 

成
道
会
式
典
開
催 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
部
別
法
座 

  

 

小
川 

い
つ
こ
さ
ん
（
青
葉
支
部
会
計
）
の
体
験 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

「
昭
和
三
十
年
、
父
が
釜
石
教
会
で
佼
成
会
の
ご
縁
を
頂
き
、
祖
父
、
母
も
熱
心
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、 

我
が
家
は
い
つ
も
僧
伽
の
方
々
が
出
入
り
を
し
て
い
る
の
が
日
常
の
光
景
で
し
た
。
物
心
つ
い
た
時
か
ら 

開
祖
さ
ま
の
お
写
真
の
笑
顔
が
私
達
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
十
三
年
、
家
族
で
仙
台
に
移
り
住
み
、
間
も
な
く
私
も
青
年
女
子
部
員
と
し
て
会
社
勤
め
を
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
が
ら
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
体
験
の
中
か
ら
今
で
も
鮮
明 
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に
思
い
出
さ
れ
る
事
は
、
昭
和
五
十
年
九
月
、
石
巻
に
て
開
催
さ
れ
た
「
宮
城
教
区
青
年
結
集
大
会
」
で 

す
。
当
時
は
青
年
の
入
部
登
録
が
推
進
さ
れ
、
主
任
さ
ん
方
の
昼
夜
を
問
わ
な
い
お
手
取
り
の
お
蔭
様
で
、 

新
し
い
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
大
会
は
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
り
、
二
千
人 

が
結
集
、
佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
開
幕
、
当
時
青
年
本
部
長
の
欽
司
郎
先
生
が
ご
出
席 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
話
し
の
中
で
、
先
生
は
「
節
食
運
動
」（
現
在
の
一
食
運
動
）
を
提
唱
さ
れ
た
の
で 

す
。
食
事
を
抜
い
て
献
金
を
し
、
飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
の
子
供
達
を
お
救
い
す
る
。
と
い
う
運
動 

で
す
。
同
悲
同
苦
の
精
神
で
実
践
す
る
そ
の
す
ば
ら
し
い
運
動
に
参
加
者
皆
感
動
し
、
す
ぐ
に
実
行
委
員
会 

が
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
さ
ん
の
喜
び
の
実
践
行
、
献
金
の
額
が
、
ミ
ニ
新
聞
で
報
告
さ
れ
、
未
会
員
、
友 

人
知
人
の
方
も
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
れ
か
ら
三
十
数
年
が
過
ぎ
、
一
食
運
動
、
ア
フ
毛
、
ゆ
め
ポ
ッ
ケ
、
募
金
活
動
な
ど
、
世
界
の
平
和
を 

願
わ
れ
た
開
祖
さ
ま
の
熱
意
が
、
多
く
の
青
年
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
、
地
球
規
模
の
思
い
や
り
の
輪
が
広
が 

っ
て
い
ま
す
。
仙
台
教
会
も
次
世
代
の
青
年
が
育
っ
て
お
り
、
今
年
の
少
年
部
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
お
世
話
役 

の
学
生
、
大
人
も
大
変
喜
ん
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
開
祖
さ
ま
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
多
く
の
先
輩
の
皆
様 

に
育
て
て
頂
い
た
恩
返
し
は
、「
法
燈
」
を
、
我
が
子
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
縁
の
方
々
に
つ
な
い
で
い
く
事
と
、 

誓
願
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

合
掌
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
青
葉
支
部
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
） 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
一
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

青
年
本
部
長
に
村
瀬
氏
就
任 

 
 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典
開
催 

 

司
会 

結
城
利
之 

 
 
 
 
 
 
 
 

献
灯 

高
校
部 

 

献
選 

壮
年
部 

 

献
花 

女
子
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

高
校
部
長 
吉
沢
佐
江
子 

男
子
部
長 

鈴
木
庸
公 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

女
子
部
長 
片
桐
伸
江 

 

少
年
部
長 

佐
々
木
康
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壮
年
部
長 

中
島
康
雄 

 

支
部
長 

谷
村
公
重 

一
月
十
一
日 

成
人
式 

 

司
会 

鈴
木
章
友 

 
 
 

 

新
成
人
お
礼
の
言
葉 

猪
俣
春
美
、
寺
沢
よ
し
子" 

 
 

 
 

 

一
月
二
五
日 

ヤ
ン
グ
壮
年
部
発
足
式
典
開
催 

司
会 
遠
藤
和
伸 

体
験
説
法 

伊
藤
享
正
（
名
取
支
部
） 

来
賓
祝
辞 

菊
地
辰
夫
県
議
会
議
員 

愛
知
和
男
衆
議
院
議
員 

就
任
挨
拶 

佐
々
木
幹
典 

 
 

 
 

 

一
月
二
七
日 

 
 

寒
中
読
誦
修
行 

 

霊
感
修
行 

～
二
月
三
日 

 
 

 
 

 

二
月
四
日 

 
 

節
分
会
式
典
開
催 

 

司
会 

庄
子
恭
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

斉
藤
光
代
（
長
町
支
部
） 

二
月
十
五
日 

 

涅
槃
会
式
典
開
催 

 

司
会 

橋
本
昇
彦 
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奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

奥
田
京
子
（
中
央
支
部
） 

三
月
七
日 

 
 

創
立
三
八
周
年
記
念
式
典
開
催 

司
会 

草
野
雅
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

班
長
代
表
二
十
名 

 
導
師 

 

大
野
浩
司
教
会
長 

 

副
導
師 

 
 

伊
藤
晃
道 

大
沢
宏
至 

 

決
意
発
表 

 
  

少
年
部
代
表 

 
 

塚
本
悦
子 

青
年
女
子
代
表 

 
 
 

寺
沢
よ
し
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

青
年
男
子
代
表 

 
 

佐
藤
康
弘 

ヤ
ン
グ
壮
年
代
表 

伊
藤
晃
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

壮
年
部
代
表 

 
 
 
 

村
上
益
央 

家
庭
青
年
部 

 
 
 

斉
藤
れ
い
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

組
長
代
表  

 
 
 
 

中
村
か
よ 

主
任
代
表 

 
 
 

菅
野
江
身
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

支
部
長
代
表 

 
 
 
 

谷
村
公
重 

二
部
司
会 

大
原
章
嘉 

三
月
十
四
日 

七
面
大
明
神
ご
命
日
式
典
開
催
（
青
年
部
ご
命
日
） 

司
会 

斉
藤
太
助 

辞
令
授
与 

青
年
部
員
手
帳
配
布 

（
こ
の
年
か
ら
部
員
手
帳
配
布
開
始
） 

挨
拶 

 
 

大
原
章
嘉
庶
務 

三
月
二
二
日 

春
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

 

司
会 

武
田
起
代
子 

戒
名
供
養
願
い 

二
、
八
二
七
家 

奉
献
の
儀 

 

班
長
代
表 

体
験
説
法 

 

菅
原
淑
江 

講
話 

 
 
 

中
村
支
部
長
（
東
支
部
） 

四
月
十
一
日 

 

降
誕
会
式
典
開
催 

 

司
会 

猪
俣
春
美 
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奉
献
の
儀 

 

甘
茶
供
養 

 
 

幼
少
年
部 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

賛
嘆
文
奏
上 

兵
藤
京
子
（
東
支
部
） 

五
月 

 
 
 
 

 
家
庭
教
育
研
修
会
参
加 

佐
々
木
康
予
、
野
瀬
享
子 

六
月
二
七
日 

 
 

父
の
日
式
典
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
文
発
表 

少
年
部
、
婦
人
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
似
顔
絵
等
） 

 

感
謝
の
言
葉 

 

高
橋
伸
悦
（
東
支
部
） 

七
月
十
五
日 

 
 

盂
蘭
盆
会
式
典
開
催 

 
司
会 

武
田
起
代
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

婦
人
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

千
葉
昌
代
（
古
川
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

大
野
教
会
長 

七
月
二
四
日 

 
 

青
年
館
地
鎮
祭
祈
願
供
養 

～
三
十
日 

 
 

 
 

 

七
月
三
一
日 

 
 

青
年
館
地
鎮
祭
開
催 

 
 

司
会 

鈴
木
庸
公 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
経
供
養 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
方
清
め
の
儀 

 

野
崎
教
区
長 

大
野
教
会
長 

錢
高
組
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍬
入
れ
の
儀 

 
 

野
崎
教
区
長 

大
野
教
会
長 

錢
高
組
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 
 
 
 

野
崎
教
区
長 

本
部
代
表 

錢
高
組
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謝
辞 

 
 
 
 
 

大
野
教
会
長 

八
月
十
五
日 

第
三
回
高
校
部
友
情
大
会
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

八
月 

第
一
回
「
高
校
の
船
」
沖
縄
に
周
航 
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会
場 

身
体
障
害
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
者
二
百
名 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

助
言
者 

野
崎
教
区
長 

酒
井
教
務
員
（
本
部
） 

大
野
教
会
長 

志
賀
野
支
部
長 

司
会 

村
上
く
み
子 

開
会
の
言
葉 

佐
藤
誠
一 

放
送 

菊
地
き
み
子 

 
 
 
 
 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

志
鎌
則
子 

八
月
二
八
日 

宮
城
県
明
社
推
進
協
議
会
結
成
大
会 

（
宮
城
県
婦
人
会
館
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講
演 
学
習
院
大
学
教
授 

飯
坂
良
明
氏 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人 
森 
茂
氏 

 
 

河
北
新
報
社
長 

一
力
一
夫
氏 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
知
事 
山
本
荘
一
郎 

 

仙
台
市
長 

島
野
武 

 
 

九
月
十
五
日 

青
年
部
説
法
会
開
催 

 
 

司
会 

斉
藤
太
助 

 
 
 

代
表
挨
拶 

川
村
治
代 

 
 
 

体
験
説
法 

佐
藤
誠
一
（
高
校
部
） 

 

斉
藤
和
子
（
青
年
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
達 
 

（
仙
南
支
部
） 

今
野
良
子
（
名
取
支
部
） 

 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

九
月
二
三
日 

 
 

秋
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

 

司
会 

草
野
雅
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

井
上
久
美
子
（
高
校
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

野
崎
教
区
長 

十
月
三
日 

運
動
会
開
催 

（
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
） 

十
月
二
一
日 

青
年
館
上
棟
式 

 

司
会 

草
野
雅
代
（
六
百
名
参
拝
） 

読
経
供
養 

 

導
師 

 

野
崎
教
区
長 

 

副
導
師 

鈴
木
庸
公 

佐
藤
晃
弘 
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四
方
清
め
の
儀 

 

野
崎
教
区
長 

本
部
代
表 

大
野
教
会
長 

錢
高
組
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 
 
 
 

野
崎
教
区
長 

錢
高
組
代
表 

 
 

謝
辞 

大
野
教
会
長 

十
一
月
七
日 

 
 

敬
老
会 

 
 

司
会 

山
寺
利
江
子 

読
経
供
養 

導
師 

 

大
野
教
会
長 

 

副
導
師 

佐
藤
晏
弘 

金
子
雄
哉 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お
祝
い
の
言
葉 

 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 

笹
森
支
部
長 

青
年
部 

沼
田
恵
美
子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お
礼
の
こ
と
ば 

 

六
車
昌
弘 

第
二
部 

演
芸 
司
会 

佐
藤
兼
一 

十
一
月
二
八
日 

 

宮
城
教
区
青
年
部
ご
指
導
会
（
石
巻
教
会
） 

 

講
話 

村
瀬
青
年
本
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
二
五
日 

第
一
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催 

十
二
月
八
日 

 
 

成
道
会
式
典
開
催 

 
 

十
二
月
十
五
日 

 

婦
人
部
五
百
人
結
集
大
会 

 

司
会 
佐
藤
婦
人
部
庶
務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

沼
田
恵
美
子
（
婦
人
部
） 

及
川
奈
三
江
（
婦
人
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

片
桐
学
林
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
礼
の
言
葉 

岡
崎
伊
津
子 

婦
人
部
長 

十
二
月
十
九
日 

 

仙
台
支
部
発
足
十
七
周
年
記
念
式
典
開
催 

 

司
会 
大
原
章
嘉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

金
子
雄
哉
（
東
支
部
男
子
部
長
）
佐
藤
友
快
（
壮
年
部
） 

平
野
隆
子
（
女
子
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

野
崎
教
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祝
辞 

菊
地
辰
夫
県
議
会
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謝
辞 

大
野
教
会
長 
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【
昭
和
五
一
年
元
旦
初
参
り
式
典
奉
献
の
儀
】 

 
 

 
 

【
八
月
十
五
日
第
三
回
高
校
部
友
情
大
会
開
催
】 

 

（
女
子
部 
二
十
名
） 
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【
昭
和
五
一
年
十
月
三
日 

運
動
会
開
催
（
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）】 
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【
昭
和
五
一
年
十
一
月
七
日 

敬
老
会
】 

 
(

第
二
部 

出
演
者
は
全
員
男
性
で
し
た) 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
二
年 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典
開
催 

 

司
会 

及
川
欣
貞 

 

（
参
拝
者
七
百
人
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奉
献
の
儀 

（
高
校
部
、
女
子
部
、
壮
年
部
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王
貞
治
選
手
七
五
六
本
塁
打 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

各
部
代
表
挨
拶 

来
賓
挨
拶 
菊
地
辰
夫
県
議
会
議
員 

愛
知
和
男
衆
議
院
議
員 

大
野
教
会
長
挨
拶 

万
歳
三
唱 

梅
森
県
議
会
議
員 

一
月
九
日 

成
人
式
式
典
開
催 

 

司
会 

吉
沢
佐
江
子 

 

成
人
代
表 

佐
藤
ゆ
み
子 

 
 

 
 

 

一
月
十
六
日 

青
年
館
落
成
式
式
典
開
催 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

導
師 

野
崎
教
区
長 
 
 

副
導
師 

及
川
欣
貞 

橋
本
昇
彦 

司
会 

熊
野
泰
子 

 
 
 

挨
拶 

長
谷
川
裕
史
（
本
部
） 

講
話 

野
崎
教
区
長 

 

謝
辞 

大
野
浩
司 

 
 

 

奉
献
の
儀 

長
町
支
部 

 
 

相
馬
寛
子 

野
崎
安
世 

小
野
久
美
子 

佐
藤
友
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

菅
原
悦
子 

 
 

峯
岸
明
美 

遠
藤
祐
子 

 
 

東
支
部 

 
 
 

伊
藤
高
子 

 

柴
田
光
枝 

佐
藤
ゆ
み 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
塩
支
部 

 
 

大
場
敬
世 

 
 

遠
藤
洋
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
支
部 

 
 
 

吉
沢
佐
江
子 

山
寺
利
江
子 
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中
央
支
部 

 
 

遠
藤
貴
子 

 

佐
藤
近
子 

橋
本
眞
理
子 

佐
藤
友
子 

 

名
取
支
部 

 
 

猪
俣
美
枝
子 

仙
南
支
部 

 
 

加
藤
綾
子 
 

 

一
月
二
五
日 

 
 

寒
中
読
誦
修
行 

 

霊
感
修
行 

 

～
二
月
三
日 

二
月
三
日 

 
 
 

節
分
会
式
典
開
催 

 
 

司
会 

山
寺
優
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

佐
藤
育
夫
（
東
支
部
） 

本
間
優
江
（
名
取
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
礼
の
言
葉 
年
男
代
表 

伊
藤
享
正
（
名
取
支
部
） 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 

 

司
会 

萩
谷
守
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
婦
人
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

本
部
青
年
教
務
員 

 

小
児
さ
ん 

金
井
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

三
月
五
日 

 
 
 

創
立
三
九
周
年
記
念
式
典
開
催 

 

司
会 
阿
部
江
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
婦
人
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

樋
口
越
子
（
中
央
支
部
）
福
島
加
都
江
（
仙
塩
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

大
野
教
会
長 

三
月
二
二
日 

 
 

春
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

 

司
会 

太
田
恵
子 

 

戒
名
供
養
願
い 

三
千
百
二
十
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

班
長
代
表
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 
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四
月
十
日 

 

降
誕
会
式
典
開
催 

 
 

司
会 

佐
々
木
寛
依 

 
 
 
 
 
 
 
 

稚
児
行
列 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
町
支
部 

 

安
達
欽
一 

太
田
と
し
子 

佐
々
木
庸
江 

 
 

 

名
取
支
部 

 

丘
野  

 
 
 

小
林
哲
也 

 

庄
子
享
子 

 
 

 
 
 

中
央
支
部 

 

佐
藤
智
行 

相
原
延
江 

 
 

北
支
部 

 
 

白
戸  

 
 
 

木
下
修
男 

 

中
川
貴
史 

 
 

庄
子
貴
子 

仙
南
支
部 

 
菅
野
晃
生 

星
光
一 

 
 

浅
野
智
子 

 
 

長
沢 

 
 
 
 

黒
岩 

笹
森 

  
 

 
 

東
支
部 

 
 

葛
岡
真
規 

三
野
宮 

 
 

小
木
曽 

 
 

高
橋
由
美 

 

新
井
基
予 

 
 

仙
塩
支
部 

 

阿
部
仁 

 
 
 

中
村
雅
樹 

 
 

加
藤
眞
理
子 

 
 

阿
部 

 

献
灯
献
花 

 

長
町
支
部 

 

庄
子
知
子 
 
 
 
 

庄
子
雅
一 

 
 
 

沼
田
貢
一
郎 

 
 
 
 
 

東
支
部 

 
 

中
村
浩
子 

 
 
 
 

飯
田
啓
治 

 

飯
田
浩
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
支
部 

 

奥
田
財
大 

 

佐
藤
正
行 

 
 
 

相
原
佐
知
子 

中
峯
宏
枝 

 
 

 

名
取
支
部 
 

熊
谷
千
加 

 

佐
藤
正
義 

 
 
 

阿
部
博
美 

 
 

沼
田
明
子 

 
 
 
 
 
 
 

北
支
部 

 
 

菅
原
良
枝 

 

菅
原
享 

 
 
 
 
 

菅
原
嘉
子 

 

細
川
浩
文 

 
 

青
田
聡 

 

佐
々
木
久
枝 

 

仙
南
支
部 

 

佐
々
木
千
賀
子 

八
重
樫
典
子 

 

佐
藤
高
章 

 

仙
塩
支
部 

 

斉
藤
隆
章 

 
 
 

 

石
山
美
保
子 

 

岡
崎
富
士
美 

 
 

 



 84 

四
月
二
十
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生
を
お
迎
え
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
一
回
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
宮
城
県
大
会
開
催
（
仙
台
市
民
会
館 

千
三
百
人
参
集
） 

 

庭
野
日
敬
会
長
は
「
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
最
も
美
し
い
思
い
や
り
の 

気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う
調
和
の
精
神
が
必
要
だ
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
問
題
に
も 

目
を
向
け
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
明
社
の
理
念
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に
邁
進
し
て 

欲
し
い
」
と
一
層
の
努
力
を
促
し
ま
し
た
。 

 

五
月
十
五
日 

青
年
の
日
大
会
開
催 

 

司
会 

片
桐
基
至 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
年
部
活
動
に
つ
い
て 

 
鈴
木
男
子
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

武
田
安
世
（
仙
塩
支
部
）
萩
谷
泰
志
（
東
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
区
別
布
教
に
つ
い
て 

橋
本
高
校
部
長 

 
 

 
 

 

お
言
葉 

 

大
野
教
会
長 

七
月
十
七
日 

盂
蘭
盆
会
大
法
要
開
催 

 

司
会 

鈴
木
庸
公 

ご
供
養
願
い 

三
、
九
三
八
家 

参
拝
者
八
五
十
名 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

体
験
説
法 

 

相
田
輝
子
（
一
般
）
立
花
靖
雄
（
壮
年
）
笹
森
克
昌
（
青
年
） 

講
話 

大
野
教
会
長 

八
月
十
四
日 

宮
城
県
海
難
者
慰
霊
祭
開
催 

司
会 

鈴
木
庸
公 

（
於 

桂
島 

 

参
集
者 
二
百
五
十
名
） 

奉
献
の
儀 
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長
町
支
部 

 

徳
田
ひ
で
子  

木
須
道
予 

 

木
須
清
子 

 

佐
藤
佳
子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

小
野
久
美
子 

 

庄
子
礼
子 

 

野
崎
安
代 

 
 
 

中
央
支
部 

 

橋
本
眞
理
子 

松
浦
晴
美 

 
 

野
瀬
尚
美 

 

野
瀬
明
美 

 
 
 

名
取
支
部 

 

斉
藤
知
子 

 
 
 

佐
藤
由
美
子 

 
 
 

仙
南
支
部 

 

武
田
律
子 

 
 
 

紺
野
静
子 

 
 
 

仙
塩
支
部 

 

寺
沢
よ
し
子 

菊
地
き
み
子 

 
 

東
支
部 

 
 

佐
藤
ゆ
み 

 
 

熊
谷
典
子 

 
 
 

北
支
部 

 
 

山
寺
利
江
子 

 

読
経
供
養 
導
師 

大
野
教
会
長 
 
 

副
導
師 

佐
藤
晏
弘 

及
川
欣
貞 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

慰
霊
の
言
葉 

 
仙
塩
支
部
長 

 

桂
島
区
長 

大
野
教
会
長 

 
 

 
 

九
月
二
三
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

司
会 

熊
野
充
利 

 
 
 

戒
名
供
養
願
い 

三
、
七
三
五
家 

 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 

長
町
支
部 

 
 

加
藤
玲
子 

 
 

佐
藤
委
子 

 
 

佐
藤
正
代 

 

斉
藤
佳
子 

 
 
 
 

中
央
支
部 
 
 

菅
原
由
利 

 
 

川
下
和
枝 

 
 

遠
藤
貴
子 

 

神
永 

 
 
 
 

北
支
部 
 
 
 

小
野
美
智
子 
石
井
佳
代
子 

高
橋
由
美
子 

 
 
 
 

東
支
部 

 
 
 

庄
子
一
子 

 
 

福
井
位
枝 

 
 

高
橋
ま
き
子 

 
 
 
 

名
取
支
部 

 
 

斉
藤
す
み
子 

森
順
子 

 

 
 
 
 

仙
南
支
部 

 
 

高
橋
朝
子 

 
 

上
遠
野
智
世 

 

 
 
 
 

仙
塩
支
部 

 
 

菊
地
き
み
子 

高
橋
良
枝 

 

 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 

彼
岸
の
意
義 

熊
野
充
亮 

 
 

 
 

 

十
月
九
日 

教
会
大
運
動
会
開
催 

（
雨
の
た
め
道
場
内
で
実
施
） 

十
月
二
五
日 

宮
城
県
婦
人
部
結
集
大
会 

（
於 

石
巻
市
民
会
館
） 
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婦
人
部
長 

 

長
町
支
部 

佐
藤
和
子 

 

中
央
支
部 

大
原
佐
和
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

北
支
部 

 

太
田
恵
子 

 

東
支
部 

 
 

三
野
宮
利
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

名
取
支
部 

針
生
知
加
子 

仙
塩
支
部 

佐
々
木
寛
依 

十
一
月
三
日 

 
 

敬
老
会
開
催 

 
 

司
会 

織
笠
友
理
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
祝
い
の
言
葉 

 

目
黒
一
江
（
少
年
部
）
秋
野
浩
子
、
遠
藤
昌
宏
（
青
年
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅
津
厚
子
（
組
長
） 

 

鈴
木
快
枝
（
主
任
） 

村
上
益
郎
（
壮
年
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
礼
の
言
葉 

 
 

渡
辺
江
身
子
（
名
取
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
月
二
七
日 

青
年
部
二
五
万
人
結
集
大
会
に
参
加 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
二
月 

 

青
年
部
二
五
万
人
結
集
大
会
を 

十
二
月
八
日 

 
 

成
道
会
式
典
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
各
地
で
開
催 

 

十
二
月
十
一
日 

仙
台
支
部
発
足
一
八
周
年
記
念
式
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導
師 

野
崎
教
区
長 

脇
導
師 

斉
藤
友
章 

 

片
桐
基
至 

 

橋
本
昇
亮 

 
 

 
 

 

説
法 

秋
野
浩
子 

（
中
央
支
部
） 
佐
々
木
支
部
長
（
仙
塩
支
部
） 

 
 

 
 

 
 

 

奉
献
の
儀 

 

女
子
部 
 

森
田
江
位
子 

 

（
長
町
支
部
） 

 

針
生
優
子 

 
 

（
長
町
支
部
） 

 

綿
秀
子 

 
 
 
 
 

（
中
央
支
部
） 

 
 

橋
本
眞
理
子 

 

（
中
央
支
部
） 

 

鈴
木
美
津
子 

（
北
支
部
） 

 
 
 

高
橋
利
江 

 
 
 

（
東
支
部
） 

 
 
 

佐
山
和
枝 

 
 
 

（
東
支
部
） 

 
 
 

熊
谷
好
美 

（
名
取
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
朝
子 

 
 
 

（
仙
南
支
部
） 

 

蓬
田
幸
子 

（
仙
塩
支
部
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
校
部 

 

野
瀬
近
子 

 
 
 

（
中
央
支
部
） 

 

野
瀬
宣
子 

 
 

（
中
央
支
部
） 

 

五
島
佐
知
子 

 

（
中
央
支
部
） 

 
 

茅
根
位
枝 

 
 

（
中
央
支
部
） 

 

平
山
智
子 

 
 

（
北
支
部
） 

 
 
 

大
友
由
加
里 

 

（
名
取
支
部
） 

熊
谷
知
子 

 
 
 

（
名
取
支
部
） 

 

加
川
千
賀
子 

（
仙
南
支
部
） 

 

藤
沢
百
合
子 

 

（
仙
塩
支
部
） 

 
 
 

志
賀
由
起
子 

 

（
仙
塩
支
部
） 
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【
昭
和
五
二
年
一
月
九
日 

成
人
式
次
第
】 
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【
昭
和
五
二
年
一
月
十
六
日 

青
年
館
落
成
式
】 

旧
青
年
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

新
青
年
館 
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【
昭
和
五
二
年
二
月
三
日 

節
分
会
次
第
】 
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【
昭
和
五
二
年
四
月
二
十
日 

第
一
回
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
宮
城
県
大
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 



 91 

【
七
月
十
七
日 

盂
蘭
盆
会
大
法
要
奉
献
名
簿
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
昭
和
五
二
年
十
二
月
十
一
日 

十
八
周
年
記
念
奉
献
名
簿
】 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
三
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月
一
日 

教
団
創
立
四
十
周
年 

 
 
 

成
田
空
港
開
港 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
普
門
示
現
の
時
代
』 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

 

司
会 

大
原
嘉
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導
師 

大
野
教
会
長 

 
 

脇
導
師 

佐
藤
晏
弘 

阿
部
好
信 

片
桐
基
至 

 
 
 
 
 
 
 
 

辞
令
授
与 

 

青
年
女
子
部
長 

佐
藤
倭
世 

 

婦
人
部
長 

中
村
佳
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 

高
校
部
長 

 

橋
本
昇 

 
 
 
 
 

男
子
部
長 

鈴
木
庸
公 

女
子
部
長 

佐
藤
倭
世 

 

少
年
部
長 

佐
々
木
康
予 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

壮
年
部
長 

 

中
島
康
雄 
 

 

ヤ
ン
グ
壮
年
部
長 

佐
々
木
幹
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

長
町
支
部
長 

谷
村
公
重 

 
中
央
支
部
長 

志
賀
野
充
代 

 

北
支
部
長 

妹
尾
記
代
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
支
部
長 

 

中
村
浩
子 

 
名
取
支
部
長 

小
塚
須
身
子 

 

仙
南
支
部
長 

笹
森
優
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仙
塩
支
部
長 

佐
々
木
規
予 

古
川
支
部
長 

斉
藤
恭
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
野
教
会
長
挨
拶
「
観
世
音
菩
薩
さ
ま
の
心
を
心
と
し
て
、
信
者
さ
ん
の
救
わ
れ
を
願
い
、 

救
い
救
わ
れ
る
よ
う
に
実
行
す
る
年
で
あ
る
。
真
実
顕
現
の
二
十
年 

は
過
ぎ
、
本
年
よ
り
普
門
示
現
の
二
十
年
の
始
ま
り
の
年
で
あ
る
。 

仏
さ
ま
の
慈
悲
心
を
も
っ
て
人
を
救
い
、
世
を
救
う
こ
と
の
で
き
る 

努
力
を
す
る
事
」 

一
月
八
日 

成
人
式
式
典
開
催 

司
会 

山
寺
利
江
子 

 
 

お
祝
い
の
言
葉 

鈴
木
青
年
部
長 

佐
々
木
ヤ
ン
グ
壮
年
部
長 

秋
野
壮
年
部
庶
務 

佐
々
木
支
部
長 



 93 

 
 

記
念
品
贈
呈 

 

ご
著
書
（
明
日
を
信
ず
る
心
） 

 
 

お
礼
の
言
葉 

 

成
人
代
表 

山
寺
康
友 

 

一
月
十
日 

 
 
 

妙
佼
先
生
ご
命
日
式
典
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
師
資
格
授
与 

 

長
町
支
部 

安
達
和
世 

 

内
藤
江
身
子 

岩
崎
り
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
支
部 

茅
根
延
江 

 

川
上
い
つ
こ 

小
野
寺
君
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

野
瀬
享
子 
 

竹
重
栄
子 

 

五
島
快
枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
支
部 

 

大
沢
延
江 

 

高
橋
里
枝 

 

平
野
隆
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
支
部 

 

岩
崎
伊
津
子 

新
井
一
枝 

 

三
浦
克
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
浩
子 

 

兵
藤
祐
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
取
支
部 

今
野
良
子 

 

伊
藤
浩
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
支
部 

 
菅
野
幸
江 

 

富
塚
浩
子 

 

佐
藤
公
重 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
ち
や
子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
塩
支
部 

中
村
桂
子 

 

加
藤
浩
子 

 

大
場
啓
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
は
る
か 
高
濱
し
げ
の 

赤
間
利
江
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
千
賀
子 
佐
藤
き
よ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
川
支
部 

鈴
木
章
郎 

 

横
井
成
哲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

壮
年
部 

 

大
沢
宏
至 

 

山
寺
利
幸 

 

織
笠
賀
通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
光
伸 

 
 

 
 

 
 

 

一
月
二
五
日 

 
 

寒
中
読
誦
修
行 

 

霊
感
修
行 

～
二
月
三
日 
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二
月
三
日 

 
 

 

節
分
会
式
典
開
催 

 

司
会 

高
野
智
世 

 
 
 

参
拝
者
五
百
五
十
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

 

大
沼
基
予
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
礼
の
こ
と
ば 

 

飯
田
勝
朗 

（
東
支
部
） 

二
月
十
一
日 

宮
城
県
教
育
者
教
育
研
究
所 

開
所
式 

 

司
会 

和
泉
浩
輔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
会
の
言
葉 

勝
又
康
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
過
報
告 

 
金
子
隆
俊 

 
 
 
 

役
員
選
出 

 
所
長 

大
塚
恭
正 

 
 

副
所
長 

金
子
隆
俊 

 

総
務 

和
泉
浩
輔 

 
 

 
理
事 

 

佐
藤
佳
子 

 

監
事 

 

勝
又
康
予 

阿
部
サ
ワ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来
賓
祝
辞 

 

野
崎
教
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
演 

 
 
 

演
題 

「
教
育
と
仏
教
」 

仏
教
真
理
を
基
盤
と
す
る
教
師
観
の
確
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

中
央
教
育
者
教
育
研
究
所 

専
門
所
員 

松
本
州
央 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 
 

司
会 

太
田
浩
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
婦
人
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

小
山
ミ
ツ
子
（
北
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

大
野
教
会
長 

 
 

三
月
五
日 

教
団
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
開
催 

司
会 

橋
本
昇
亮 

 

（
参
拝
者
千
二
百
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

今
関
哲
央
（
東
支
部
） 

竹
間
成
予
（
中
央
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

感
謝
状
授
与 

 
 

日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
よ
り
（
所
長
代
理 

菅
原
鉄
） 
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祝
辞 

 
 

衆
議
院
議
員 

愛
知
和
夫 

県
議
会
議
員 

菊
地
辰
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 

大
野
教
会
長 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

百
円
募
金
実
施 

九
五,

四
五
五
円
（
地
域
の
た
め
の
募
金
） 

三
月
十
九
日 

 
 

青
年
部
七
面
山
登
山
練
成 

～
二
一
日 

 
 

 

三
月
二
二
日 

春
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

司
会 

森
敬
典 

 

（
戒
名
供
養
願
い 

三,

八
六
十
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 
班
長
代
表
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

妹
尾
支
部
長
（
北
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

四
月
九
日 

 
 

降
誕
会
式
典
開
催 

司
会 

木
須
道
予 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

少
年
部
二
四
名 

 
稚
児
行
列 

二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛
嘆
文
奏
上 

星
光
亮 

（
仙
南
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

佐
藤
元
昭 

（
名
取
支
部
青
年
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

六
月
一
日 

 
 

教
会
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞
令
授
与 

 

初
代
仙
台
教
会
教
務
主
任 

志
賀
野
充
代 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
教
会
教
務
員 

 

萩
谷
守
代 

六
月
五
日 

 
 

虚
空
蔵
菩
薩
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
六
月
四
日
本
部
指
導
会
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら 
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会
長
先
生
は
『
開
祖
会
長
先
生
』、
妙
佼
先
生
は
『
脇
祖
妙
佼
先
生
』
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
呼
び
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

 

六
月
十
二
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生 

第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
で
演
説 

 

六
月
十
二
日 

宮
城
県
沖
地
震
で
教
会
道
場
被
害
甚
大
（
震
度
五 

Ｍ
七
．
五
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
者 

十
三
名 

 

重
軽
傷
者 

九
千
三
百
人 

 

家
屋
全
半
壊 

四
千
二
百
戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
沖
地
震
に
よ
っ
て
教
会
道
場
は
倒
壊
し
、
会
員
宅
の
損
壊
な
ど
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

さ
っ
そ
く
、
教
会
長
さ
ん
を
中
心
に
教
会
道
場
の
復
旧
作
業
を
行
い
、
教
団
本
部
や
全
国
の
教
会 

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
の
被
災
会
員
へ
の
配
布
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。 

 

六
月
十
四
日 

七
面
大
明
神
ご
命
日 
 

 

法
座
、
会
議
は
中
止
し
て
、
地
震
後
の
教
会
大
掃
除 

 
 

 
 

六
月
十
五
日 

釈
迦
牟
尼
仏
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
部
教
務
課
鶴
見
氏
が
震
災
お
見
舞
い
で
来
仙
。
大
野
教
会
長
と
共
に
震
災
信
者
さ
ん
宅
を
訪
問 

 
 

 

七
月
一
日 

教
会
ご
命
日 

震
災
で
道
場
が
使
え
ず
、
青
年
館
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
る 

こ
の
日
以
降
、
式
典
は
二
組
に
分
け
て
行
う 
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七
月
十
五
日 

盂
蘭
盆
会
大
法
要 

第
一
組
（
長
町
、
北
、
名
取
） 

 

ご
供
養
願
い 

二
、
二
三
一
家 

参
拝
者
五
八
四
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

森
敬
典 

 

体
験
説
法 

堀
米
佐
依
子
（
長
町
支
部
） 

 
 

 
 

七
月
十
六
日 

 
 
 

盂
蘭
盆
会
大
法
要 

第
二
組
（
中
央
、
東
、
南
、
仙
塩
）
ご
供
養
願
い 

二
、
〇
二
十
家 

参
拝
者
四
五
一
名 

 
 

 
 
 

 
 

司
会 

片
桐
延
江 

体
験
説
法 

荒
川
典
子
（
東
支
部
） 

九
月
十
日 

 
 

妙
佼
先
生
二
二
回
忌
法
要
開
催 

 

司
会 

織
笠
裕
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

 

青
年
女
子
部
、
高
校
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
町
支
部 

 

佐
藤
委
子 

 

太
田
豊
子 

 
 

佐
藤
公
重 

 

須
藤
和
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
支
部 

 
村
上
か
よ
子 

斉
竜
子 

 
 
 

茅
根
位
枝 

 

川
上 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
支
部 

 
 

兎
沢
班
美 
 

北
条
静
枝 

 
 

瀬
戸
陸
予 

 

奥
原
貴
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
支
部 

 
 

寺
沢
美
子 

 

佐
藤
恵
子 

 
 

兵
藤
京
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
取
支
部 

 

森
順
子 

 
 

斉
藤
弘
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
南
支
部 
 

増
子
和
枝 

 
小
幡
和
子 

 
 

土
生
宏
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
塩
支
部 

 

高
田
久
子 

 

岡
崎
友
理
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

川
上
佳
延
（
中
央
支
部
） 

森
敬
典
（
名
取
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

大
野
教
会
長 

九
月
二
一
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

第
一
組 

 

戒
名
供
養
願
い 

二
、
一
七
七
家 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

中
村
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

班
長
代
表
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

小
塚
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

大
野
教
会
長 
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九
月
二
二
日 
秋
季
彼
岸
会
法
要
開
催 

第
二
組 

 

戒
名
供
養
願
い 

二
、
〇
一
二
家 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

佐
々
木
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

班
長
代
表
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

中
村
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 

大
野
教
会
長 

九
月
二
四
日 

菅
沼
錬
成
道
場
完
成 

 

十
月
十
七
日 

婦
人
部
大
会
開
催 

 

十
一
月
十
二
日 

 

会
長
先
生
お
誕
生
会
式
典
開
催 

 

司
会 

秋
野
浩
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

 

鈴
木
庸
公
（
男
子
部
長
） 

新
井
（
壮
年
部
） 

山
寺
主
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
年
部
代
表
挨
拶 

熊
野
泰
子
（
青
年
女
子
部
庶
務
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 

大
野
教
会
長 

 
 

 
 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
発
足
一
九
周
年
記
念
式
典
開
催 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
四
日 

法
輪
閣
落
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

中
村
浩
子
支
部
長 

 
 

 

十
二
月
八
日 

成
道
会
式
典
開
催 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
一
日 

 

庭
野
平
和
財
団
設
立 

 

十
二
月
十
日 

新
道
場
建
設
地
鎮
祭 

 

司
会 

及
川
欣
貞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
経
供
養 

四
方
清
め
の
儀 

 

鍬
入
れ
の
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 

野
崎
教
区
長 
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【
昭
和
五
三
年 

六
月
十
二
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生
第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
で
演
説
】 
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【
昭
和
五
三
年
元
旦
初
参
り
式
典
奉
献
の
儀
】 

（
高
校
部
、
女
子
部
、
壮
年
部 

六
八
名
） 

 

高
校
部
名
簿 
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【
昭
和
五
三
年
三
月
十
九
日
青
年
部
七
面
山
登
山
練
成
】 

 

 

中
央 

大
野
町
会
長 

御
旗 

橋
本
さ
ん 

 

前
列 

左
か
ら
五
人
目
谷
村
支
部
長
さ
ん 
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【
昭
和
五
三
年
六
月
十
二
日 

宮
城
県
沖
地
震
】 
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【
昭
和
五
三
年 

九
月
二
一
、
二
二
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

奉
献
の
儀
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
十
二
月
十
日 

新
道
場
地
鎮
祭
】 

 
 
 
 

奉
献
お
役 

班
長
名
簿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
教
区
長 

大
野
教
会
長 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
四
年 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

 

司
会 

織
笠
裕
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
発
売 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 
青
年
部
長 

鈴
木
庸
公 

壮
年
部
長 

中
島
康
雄 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パ
ソ
コ
ン
誕
生 

一
月
十
四
日 

成
人
式
及
び
青
年
部
ご
命
日 

（
司
会 

及
川
欣
貞 

成
人
代
表 

川
下
和
枝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導
師 

大
野
教
会
長 

脇
導
師 

佐
藤
兼
一 

 

沼
田
嘉
章 

 
 

阿
部
浩
士 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

織
笠
裕
章 
挨
拶 

川
村
公
重 

 

成
人
者
代
表 

川
下
和
枝 

 
 

 
 

 

成
人
者 

 

男
子
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
町
支
部 

 
 
 

太
田
光
男 

 

鈴
木
善
得 

 
 

石
森
孝
義 

 
 

中
央
支
部 

 
 
 

茅
根
利
安 

 
 

鈴
木
一
男 

 
 

高
橋
昭 

 

北
支
部 

 
 
 
 
 

佐
藤
正
道 

 
 

尾
形
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
支
部 

 
 
 
 

佐
藤
誠
一 

 
 
 

新
井
孝
典 

 
 

高
沢
徳
幸 

 
 

伊
藤
夏
夫 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
取
支
部 

 
 

佐
藤
広
道 

 
 
 

仙
塩
支
部 

 
 

星 

昭 
 
 
 
 

古
川
支
部 

 

瀬
戸
尉
之 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
町
支
部 

 
 

千
葉
行
恵 

 
 
 

小
林
尚
子 
庄
子
浩
代 

 
 
 

村
山
悦
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
央
支
部 

 

川
下
和
枝 

 
 
 

永
野
恵
子 

両
国
文
子 

北
支
部 

 
 

小
野
昌
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
支
部 

 
 

村
上
く
み
こ 

志
鎌
幸
子 

大
内
登
志
美 

名
取
支
部 

 

熊
谷
好
美 

 
 
 

森
と
き
子 
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仙
塩
支
部 

 
 

高
橋
良
枝 

 
 
 

菊
地
き
み
子 

 

加
藤
ひ
と
み 

佐
藤
美
智
子 

 
 

 
 

一
月
二
十
日 

 
 
 
 

寒
中
読
誦
修
行
、
霊
感
修
行 

～
二
月
三
日 

 
 
 

七
支
部
を
三
組
に
分
け
て
一
組
五
日
間 

合
計
一
五
日
間
実
施 

二
月
三
日 

 
 

 

節
分
会
式
典
開
催 

 

司
会 

熊
野 

泰
子 

 
 
 
 
 
 

豆
ま
き 
 

福
升
配
布 

二
一
七
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

説
法 

千
葉
京
子
（
東
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
礼
の
言
葉 

川
上
佳
延
（
中
央
支
部
） 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 

 

司
会 

立
花
伸
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

高
沢
克
枝
主
任
（
東
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

三
月
四
日 

創
立
四
一
周
年
記
念
式
典 

 

司
会 
佐
藤
記
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

武
田
安
世
（
青
年
部
） 
相
沢
位
江
（
東
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

大
野
教
会
長 

 

三
月
十
九
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

一
日
目 

司
会 

菅
野
江
里
子
（
戒
名
供
養
願
い 

一
、
三
四
五
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

谷
村
支
部
長 

 
 

 
 

 

三
月
二
十
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

二
日
目 

司
会 

片
桐
延
江 

（
戒
名
供
養
願
い 

一
、
六
六
七
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

尾
形
支
部
長 

 
 

三
月
二
一
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

三
日
目 

司
会 

太
田
浩
世 

（
戒
名
供
養
願
い 
一
、
四
七
五
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

中
村
支
部
長 

四
月
八
日 

 
 

降
誕
会
式
典
開
催 

司
会 

山
寺
康
友 
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説
法 

藤
貫
隆
央 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
九
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生 

講
話 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
テ
ン
プ
ル
ト
ン
賞
」
を
受
賞 

五
月
五
日 
青
年
統
一
行
動
日 

 

八
支
部
で
募
金
（
五
七
万
円
） 

 
 

 
 

 

五
月
二
十
日 

叢
塚
（
く
さ
む
ら
づ
か
）
コ
レ
ラ
病
没
者
慰
霊
祭 

 

司
会 

熊
野
泰
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

大
野
教
会
長 

 
 

 
 

七
月
一
日 

新
道
場
上
棟
式  

司
会 

遠
藤
昌
宏 

 
 

(

場
所
：
新
道
場
三
階 

千
八
百
人
参
拝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
方
清
め
の
儀 

 

野
崎
教
区
長 

大
野
教
会
長 

岡
田
錢
高
組
支
店
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 
 
 
 

野
崎
教
区
長 

岡
田
錢
高
組
支
店
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謝
辞 

 
 
 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

有
識
者
、
議
員
等
四
五
名 

七
月
十
四
日 

盂
蘭
盆
会
法
要 

一
日
目 

司
会 

福
井
千
代
（
ご
供
養
願
い 

一
、
五
三
八
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

小
塚
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

諸
井
立
花
産
業
相
談
役 

 
 

 
 

 

七
月
十
六
日 

盂
蘭
盆
会
法
要 

二
日
目 

司
会 

佐
々
木
康
予 
（
ご
供
養
願
い 

一
、
四
五
四
家
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

笹
森
支
部
長 

 
 

 
 

七
月
十
七
日 

盂
蘭
盆
会
法
要 

三
日
目 

司
会 

茅
根
延
江 

（
ご
供
養
願
い 

一
、
七
八
二
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
法 

佐
々
木
支
部
長 

 
 

 
 

 

八
月
二
六
日 

第
三
回
宮
城
県
海
難
者
慰
霊
祭 

司
会 

佐
藤
誠
一 

（
於 

桂
島
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

地
元
地
区
長 

内
海
様 



 107 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 

 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献
花
の
儀 

来
賓 

遺
族
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 

式
典
後 

清
掃
奉
仕 

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
二
九
日 

第
三
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
月
一
日 

教
会
ご
命
日 

（
明
日
の
遷
座
式
、
引
越
し
の
準
備
） 

 
 

 
 

 

九
月
二
日 

青
年
館
よ
り
新
道
場
に
ご
本
尊
遷
座
式 

 
 

 
 

 

九
月
十
六
日 

青
年
結
集
大
運
動
会 

 

司
会 

熊
野
泰
子
（
泉
市
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
） 

九
月
二
四
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

 
司
会 

福
井
千
代 

（
戒
名
供
養
願
い 

四
、
七
四
八
家
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

奉
献
の
儀 

組
長
代
表
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

説
法 

 
 

針
生
主
任
（
名
取
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

九
月
よ
り
各
行
事
は
新
道
場
で
開
催
す
る
た
め
組
分
け
解
消 

 

九
月
三
十
日 

ヤ
ン
グ
壮
年
部
結
集
大
会 

司
会 

武
田
吉
正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
会
の
言
葉 

 

大
沢
宏
至 

 
 

説
法 

荒
川
禎
唯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

決
意
発
表 

 
 

中
村
光
伸 

 
 

謝
辞 
鈴
木
幹
典 

講
話 

 
 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
日 

「
一
食
を
捧
げ
る
運
動
」
の 

国
民
運
動
化
を
訴
え
る 

十
一
月
一
日 

 

庭
野
日
鑛
先
生
を
お
迎
え
し 

新
道
場
落
慶
並
び
に
発
足
二
十
周
年
式
典
を
挙
行 

 

司
会 

藤
貫
隆
央 

 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
十
六
名 

 
 

説
法 

 
 

今
関
哲
央 

 
 

教
区
長
挨
拶 

野
崎
教
区
長 
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布
教
本
部
長
挨
拶 

森
岡
延
浩 

 
 

ご
法
話 

 
 

庭
野
日
鑛
先
生 

 
 

来
賓
挨
拶 

 

愛
知
和
男
衆
議
院
議
員 

石
井
亨
宮
城
県
副
知
事 

 
 

謝
辞 

 
 
 

大
野
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

参
拝
者 
一
般
二
、
七
九
五
名 

青
少
年
一
千
名 

役
員
、
来
賓
三
六
四
名 

合
計
四
、
一
五
九
名 

 
 

 
 
 
 
 
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

壮
年
部 

演
劇 

 
 

 
 
 
 
 
 

婦
人
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

一
五
万
円 

 

街
頭
募
金
、
辻
説
法 
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【
昭
和
五
四
年
七
月
一
日 

新
道
場
上
棟
式 

お
役
】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

【
昭
和
五
四
年
八
月
二
六
日 

第
三
回
宮
城
県
海
難
者
慰
霊
祭 

お
役
】 
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【
新
道
場
落
慶
並
び
に
発
足
二
十
周
年
式
典
】 

 
 

庭
野
日
鑛
先
生
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

大
野
教
会
長
さ
ん
謝
辞 
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【 
仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
五
年 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

司
会 

萩
谷
泰
志 

新
支
部
長
八
名
に
辞
令 

 

奉
献
の
儀 

（
男
女
部
、
高
校
部
、
婦
人
部
、
壮
年
部 

八
十
名
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 
青
年
部
長 

鈴
木
庸
公 

壮
年
部
長 

中
島
康
雄"  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争 

一
月
十
三
日 

成
人
式 

（
司
会 
高
橋
秀
知 

成
人
代
表 

大
沼
孝
至
） 

一
月
二
一
日 

 
 

寒
中
読
誦
修
行
、
霊
感
修
行 

～
二
月
四
日 

 
 
 

一
一
支
部
（
古
川
除
く
）
を
三
組
で
一
組
五
日
間 

合
計
一
五
日
間
実
施 

  
 

 
 

 

二
月
十
九
日 

南
支
部
発
足
記
念
式
典 

 
 
 
 

（
新
支
部
長 

斉
藤
貴
子
） 

 
 

 
 

 

二
月
二
十
日 

中
央
第
二
支
部
発
足
記
念
式
典 

 
 

（
新
支
部
長 
茅
根
延
江
） 

 
 

 
 

 

二
月
二
一
日 

東
第
二
支
部
発
足
記
念
式
典 

 
 

（
新
支
部
長 
中
村
佳
代
） 

 
 

 
 

 

二
月
二
二
日 

名
取
支
部
発
足
記
念
式
典 

 
 

 
 

（
新
支
部
長 

針
生
知
加
子
） 

 

 

仙
台
教
会
十
二
支
部
体
制
と
な
る 

 

 

三
月
二
十
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

（
戒
名
供
養
願
四
、
七
三
一
家 

古
川
、
仙
南
除
く
） 

 
 

 
 

 

三
月
二
八
日 

中
学
部
練
成 

（
青
年
館 

八
十
名
参
加
） 
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五
月
十
八
日 

青
年
統
一
行
動
日 

（
田
沢
と
も
は
る
を
支
援
す
る
会
） 

 

六
月
二
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生
イ
ラ
ン
訪
問 

米
大
使
館
員
ら
の
人
質
解
放
要
請 

 

七
月
六
日 

宮
城
県
海
難
者
慰
霊
祭 

（
於 

桂
島 

 

諸
精
霊 

九
五
七
体
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
十
日 

家
庭
教
育
の
集
い 

講
師 
村
松
美
智
子
氏 

「
八
十
年
代
の
子
供
を
育
て
る
母
の
心
」 

 

七
月
十
五
日 

盂
蘭
盆
会
法
要 

 

（
ご
供
養
願
い
四
、
八
三
二
家
） 

 
 

 
 

 

九
月
二
三
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

（
戒
名
供
養
願 

四
、
四
八
二
家 

古
川
、
仙
南
除
く
） 

 
 

 
 

 
 

十
月
九
日 

婦
人
部
大
会 

 
 

映
画 

「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
そ
の
世
界
」 

 

講
話 

村
瀬
青
年
本
部
長 

 
 

 

十
月
十
九
日 

壮
年
部
結
集
大
会 

「
八
十
年
代
を
壮
年
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
」 

 

十
月
二
六
日 

学
生
部
友
情
大
会 

（
中
学
部 

高
校
部
） 

 

十
二
月
十
五
日 

教
会
発
足
二
一
周
年
記
念
式
典 
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【
昭
和
五
五
年
五
月
十
八
日 

青
年
統
一
行
動
日
（
田
沢
と
も
は
る
を
支
援
す
る
会
）
】 
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【
昭
和
五
五
年
十
月
九
日 

婦
人
部
大
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
昭
和
五
五
年
十
月
二
六
日 

学
生
部
友
情
大
会
】 
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【 

仙 
台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 

 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
五
六
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
月 

本
会
の
政
治
理
念
を 

 
 
 

中
国
残
留
孤
児 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

司
会 

遠
藤
昌
宏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
党
首
に
表
明 

 
 
 

 
 

初
の
正
式
来
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

（
男
女
部
、
中
学
部
、
高
校
部
、
壮
年
部 

五
十
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

挨
拶 
青
年
部
長 

鈴
木
庸
公 

壮
年
部
長 

中
島
康
雄 

一
月
十
一
日 

成
人
式 

（
司
会 
木
須
道
予 

成
人
代
表 

今
関
哲
央
） 

 
 

 
 

 

一
月
二
一
日 

 
 

寒
中
読
誦
修
行
、
霊
感
修
行 

～
二
月
四
日 

 
 

十
一
支
部
（
古
川
除
く
）
を
三
組
で
一
組
五
日
間 

合
計
一
五
日
間
実
施 

 
 

 
 

 

二
月
十
日 

婦
人
部
の
集
い 

家
庭
教
育
講
演
会 

講
師 

山
内
克
予
氏 

 
 

 
 

 

三
月
二
二
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

（
戒
名
供
養
願 
四
、
六
十
三
家 

古
川
、
仙
南
除
く
） 

 
 

 
 

 

四
月
五
日 

大
野
浩
司
教
会
長
さ
ん
本
部
に
転
任 
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【
大
野
教
会
長
さ
ん
と
婦
人
部
】 

 
 
 
 
 

 


